
○
工
業
用
水
供
給
規
程

昭

和

四

十

九

年

四

月

一

日

宮
城
県
企
業
局
管
理
規
程
第
十
一
号

改
正

昭
和
五
二
年

一
月
二
八
日
企
管
規
程
第

一
号

平
成

九
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

九
号

昭
和
五
四
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

六
号

平
成
一
三
年

三
月
三
〇
日
企
管
規
程
第

五
号

昭
和
五
五
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

六
号

平
成
一
四
年

三
月
二
九
日
企
管
規
程
第

三
号

昭
和
五
六
年

七
月
三
一
日
企
管
規
程
第
一
一
号

平
成
一
八
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

九
号

昭
和
六
〇
年

三
月
三
〇
日
企
管
規
程
第

五
号

平
成
二
一
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

七
号

昭
和
六
二
年

三
月
一
七
日
企
管
規
程
第

一
号

平
成
二
七
年

九
月

一
日
企
管
規
程
第

四
号

平
成

元
年

三
月

三
日
企
管
規
程
第

二
号

平
成
三
一
年

三
月
二
二
日
企
管
規
程
第

六
号

平
成

元
年

三
月
二
八
日
企
管
規
程
第

四
号

令
和

元
年
一
二
月
二
四
日
企
管
規
程
第
一
四
号

平
成

元
年

三
月
二
八
日
企
管
規
程
第

六
号

令
和

二
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

九
号

平
成

二
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

一
号

令
和

四
年

三
月
三
一
日
企
管
規
程
第

九
号

平
成

三
年

五
月
三
一
日
企
管
規
程
第

一
号

工
業
用
水
供
給
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

工
業
用
水
供
給
規
程

（
趣

旨
）

第
一
条

こ
の
規
程
は
、
工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
営
企
業
の
設
置
に
関
す
る
条

例
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
に
定
め
る
も
の
の

ほ
か
工
業
用
水
の
供
給
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
平
九
企
管
規
程
九
・
全
改
、
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
定

義
）

第
二
条

こ
の
規
程
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

給
水
施
設

配
水
管
等
か
ら
分
岐
す
る
給
水
管
及
び
こ
れ
に
附
属
す
る
設
備
で
量
水

器
ま
で
の
も
の
を
い
う
。

二

流
末
施
設

給
水
施
設
以
外
の
給
水
設
備
を
い
う
。

三

給
水
施
設
工
事

給
水
施
設
の
新
設
、
増
設
、
改
造
、
変
更
、
撤
去
又
は
修
繕
の
た

め
の
工
事
を
い
う
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
給
水
の
原
則
）

第
三
条

管
理
者
は
、
非
常
災
害
、
工
業
用
水
道
施
設
の
損
傷
又
は
維
持
改
良
工
事
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
給
水
を
制
限
し
、
又
は
停
止
し
な
い
も
の
と

す
る
。

２

管
理
者
は
、
給
水
を
制
限
し
、
又
は
停
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
制
限
水
量
、

日
時
、
期
間
、
区
域
及
び
理
由
を
給
水
を
受
け
る
者
（
以
下
「
使
用
者
」
と
い
う
。）
に
通

知
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
急
迫
の
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

火
災
等
急
迫
の
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
工
業
用
水
の
使
用
を
予
測
さ
れ
る
者
は
、
あ
ら

か
じ
め
管
理
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

給
水
制
限
又
は
停
止
に
よ
る
損
害
に
つ
い
て
は
、
県
は
、
そ
の
責
任
を
負
わ
な
い
。

（
昭
六
〇
企
管
規
程
五
・
一
部
改
正
）

（
給
水
区
域
を
表
示
す
る
縦
覧
）

第
四
条

条
例
第
三
条
第
三
項
の
給
水
区
域
を
表
示
す
る
図
面
は
、
宮
城
県
企
業
局
水
道
経

営
課
に
備
え
、
縦
覧
に
供
す
る
。

（
昭
五
六
企
管
規
程
一
一
・
平
元
企
管
規
程
一
〇
・
平
二
企
管
規
程
一
・
平
九
企
管
規
程
九
・
平

一
八
企
管
規
程
九
・
平
二
一
企
管
規
程
七
・
平
三
一
企
管
規
程
六
・
一
部
改
正
）

（
給
水
量
の
最
小
限
度
）

第
五
条

一
給
水
先
当
た
り
の
基
本
水
量
の
最
小
限
度
は
、
日
量
百
立
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

た
だ
し
、
管
理
者
が
公
益
上
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
昭
六
〇
企
管
規
程
五
・
平
一
四
企
管
規
程
三
・
平
三
一
企
管
規
程
六
・
一
部
改
正
）



（
水
質
基
準
）

第
六
条

仙
台
圏
工
業
用
水
道
及
び
仙
台
北
部
工
業
用
水
道
に
係
る
工
業
用
水
の
水
質
は
、

原
水
の
水
質
と
し
、
仙
塩
工
業
用
水
道
に
係
る
工
業
用
水
の
水
質
は
、
浄
水
施
設
を
経
由

せ
ず
送
水
す
る
場
合
に
は
原
水
の
水
質
と
し
、
浄
水
施
設
を
経
由
し
て
送
水
す
る
場
合
に

は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
水
質
と
す
る
。

項

目

基

準

濁
度

十
度
以
下

水
素
イ
オ
ン
濃
度

六
・
〇
か
ら
八
・
〇
ま
で

pH

２

使
用
者
は
、
前
項
の
工
業
用
水
の
水
質
が
同
項
の
基
準
に
著
し
く
適
合
し
て
い
な
い
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
工
業
用
水
水
質
試
験
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ
り

管
理
者
又
は
条
例
第
十
七
条
に
規
定
す
る
公
共
施
設
等
運
営
権
の
設
定
を
受
け
た
選
定
事

業
者
で
あ
る
株
式
会
社
み
ず
む
す
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
み
や
ぎ
（
以
下
「
運
営
権
者
」
と
い

う
。）
に
水
質
の
試
験
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
昭
五
二
企
管
規
程
一
・
昭
五
五
企
管
規
程
六
・
昭
六
二
企
管
現
程
一
・
平
一
三
企
管
規
程
五
・

令
二
企
管
規
程
九
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
水

圧
）

第
七
条

工
業
用
水
道
の
給
水
管
末
に
お
け
る
最
低
水
圧
は
、
〇
・
〇
五
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
（
一

平
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
○
・
五
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
と
す
る
。

２

使
用
者
は
、
給
水
管
末
に
お
け
る
水
圧
が
前
項
の
最
低
値
以
上
に
維
持
さ
れ
て
い
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
工
業
用
水
道
水
圧
検
査
請
求
書
（
様
式
第
二
号
）
に

よ
り
管
理
者
又
は
運
営
権
者
に
水
圧
の
検
査
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
平
一
三
企
管
規
程
五
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
譲
渡
の
制
限
）

第
八
条

使
用
者
は
、
譲
渡
一
月
前
ま
で
に
管
理
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
工
業
用
水
道

の
使
用
に
関
す
る
権
利
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
用
途
の
制
限
）

第
九
条

使
用
者
は
、
管
理
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
工
業
用
水
を
工
業
、
防
火
又
は
防

火
演
習
以
外
の
目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

使
用
者
は
、
防
火
演
習
の
た
め
工
業
用
水
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
防
火
演
習
用
水
使
用
許
可
申
請
書
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
申
込
み
を
行
い
、
管
理
者

又
は
運
営
権
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
防
火
演
習
は
、
管
理
者
の
命
ず
る
者
又
は
運
営
権
者
の
命
ず
る
者
の
立
会
い

の
上
で
行
う
も
の
と
し
、
防
火
演
習
用
水
の
使
用
時
間
は
、
一
回
に
つ
き
十
分
を
超
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
。

４

使
用
者
は
、
管
理
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
、
緊
急
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
工
業

用
水
を
第
三
者
に
分
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
給
水
の
申
込
み
）

第
十
条

給
水
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
工
業
用
水
給
水
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
に
よ

り
管
理
者
に
給
水
の
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
基
本
水
量
の
決
定
）

第
十
一
条

管
理
者
は
前
条
の
申
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、
基
本
水
量
及
び
給
水
開
始
の
日

を
定
め
工
業
用
水
給
水
決
定
通
知
書
（
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
使
用
者
に
通
知
す
る
も
の

と
す
る
。

２

条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
工
業
用
水
道
料
金
（
以
下
「
料
金
」
と
い
う
。）
及
び
条
例
第

十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
料
金
（
以
下
「
利
用
料
金
」
と
い
う
。）
は
、
前
項
で
定

め
ら
れ
た
給
水
開
始
日
か
ら
起
算
し
て
徴
収
す
る
。

（
平
九
企
管
規
程
九
・
全
改
、
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
基
本
水
量
の
変
更
等
）

第
十
二
条

基
本
水
量
は
、
原
則
と
し
て
減
量
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

基
本
水
量
を
変
更
し
、
又
は
給
水
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
工
業
用
水
給
水
変
更



（
廃
止
）
承
認
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
管
理
者
に
申
込
み
を
行

い
、
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

管
理
者
は
、
前
項
の
承
認
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
工
業
用
水
給
水
変
更
（
廃
止
）

承
認
通
知
書
（
様
式
第
六
号
の
二
）
に
よ
り
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
九
企
管
規
程
九
・
全
改
、
令
二
企
管
規
程
九
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
給
水
施
設
工
事
）

第
十
三
条

使
用
者
は
、
給
水
施
設
工
事
施
行
承
認
申
請
書
（
様
式
第
七
号
）
に
よ
り
、
あ

ら
か
じ
め
管
理
者
の
承
認
を
受
け
て
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
給
水
施

設
工
事
を
施
行
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
者
又
は
運
営
権
者
は
、
使
用
者
か
ら
給
水
施
設
工

事
申
請
書
（
様
式
第
八
号
）
に
よ
る
依
頼
を
受
け
て
、
給
水
施
設
工
事
を
施
行
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

前
項
の
依
頼
に
基
づ
き
管
理
者
又
は
運
営
権
者
が
給
水
施
設
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に

は
、
使
用
者
は
、
管
理
者
の
検
査
に
合
格
し
た
自
己
の
材
料
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
材
料
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
材
料
検
査
申
請
書
（
様
式
第
八
号
の
二
）

に
よ
り
管
理
者
に
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
三
項
の
材
料
検
査
に
要
す
る
条
例
第
七
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
手
数
料
及
び

給
水
施
設
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
使
用
者
の
負
担
と
す
る
。

６

第
二
項
の
依
頼
に
基
づ
き
管
理
者
又
は
運
営
権
者
が
給
水
施
設
工
事
を
施
行
し
た
場
合

に
は
、
管
理
者
又
は
運
営
権
者
は
、
工
事
が
完
了
し
た
後
、
速
や
か
に
当
該
給
水
施
設
を

引
き
渡
す
と
と
も
に
、
そ
の
費
用
を
精
算
す
る
も
の
と
す
る
。

７

使
用
者
は
、
給
水
施
設
工
事
の
施
行
上
第
三
者
の
利
害
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
者
の
承
諾
書
を
給
水
施
設
工
事
施
行
承
認
申
請
書
又
は
給
水
施
設
工
事

申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
三
企
管
規
程
一
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
給
水
施
設
の
管
理
）

第
十
四
条

使
用
者
は
、
給
水
施
設
の
適
正
な
管
理
を
行
う
も
の
と
し
、
給
水
施
設
に
異
常

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
検
査
そ
の
他
の
必
要
な
処
置
を
と
り
、
又
は
こ
れ

ら
の
処
置
を
給
水
施
設
異
常
検
査
申
請
書
（
様
式
第
九
号
）
に
よ
り
管
理
者
に
申
し
込
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

使
用
者
は
、
配
水
管
の
水
圧
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
ポ
ン
プ
等
を
給
水
施
設

に
直
結
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

管
理
者
は
、
給
水
の
適
正
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
使
用
者
に
対
し
て
受
水

槽
等
の
整
備
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

管
理
者
又
は
運
営
権
者
は
、
給
水
施
設
の
整
備
保
全
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

管
理
者
又
は
運
営
権
者
は
、
給
水
施
設
に
事
故
が
あ
り
、
緊
急
を
要
す
る
と
認
め
る
と

き
は
、
必
要
な
処
置
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。

６

第
一
項
の
検
査
に
要
す
る
条
例
第
七
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
手
数
料
及
び
そ
の

他
の
必
要
な
処
置
に
要
す
る
費
用
並
び
に
前
項
の
必
要
な
処
置
に
要
す
る
費
用
は
、
使
用

者
の
負
担
と
す
る
。

（
平
三
企
管
規
程
一
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
費
用
の
算
出
方
法
）

第
十
五
条

第
十
三
条
第
五
項
及
び
前
条
第
六
項
の
規
定
に
お
い
て
、
管
理
者
が
工
事
等
を

施
行
し
た
場
合
に
は
、
使
用
者
が
負
担
す
る
工
事
等
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
費
用
の
合
計
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
運
営
権
者
が
工
事
等
を
施
行
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
工
事
等
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
使
用
者
と
協
議
の
上
、
運
営
権
者
が
決
定
す

る
も
の
と
す
る
。

一

本
工
事
費

工
事
の
施
行
に
必
要
な
労
務
費
、
材
料
費
、
仮
設
費
、
運
搬
費
、
機
械

器
具
の
損
料
、
諸
経
費
及
び
復
旧
費
と
し
て
管
理
者
が
定
め
た
単
価
に
よ
り
算
出
す
る

額
二

工
事
雑
費

工
事
の
施
行
に
必
要
な
現
場
事
務
に
要
す
る
経
費
で
あ
っ
て
、
備
消
耗

品
費
、
印
刷
製
本
費
、
光
熱
水
費
、
通
信
運
搬
費
、
役
務
費
、
雑
費
、
工
程
に
専
従
す

る
職
員
の
給
与
、
諸
手
当
、
旅
費
等
の
費
用
と
し
、
本
工
事
費
に
百
分
の
四
を
乗
じ
て

得
た
額
の
範
囲
内
で
管
理
者
が
定
め
る
額



三

事
務
雑
費

工
事
施
行
に
必
要
と
す
る
事
務
的
経
費
で
あ
っ
て
、
人
件
費
（
職
員
給

与
及
び
諸
手
当
）、
旅
費
、
備
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、
通
信
運
搬
費
、
印
刷
製
本
費
、
そ

の
他
に
要
す
る
経
費
と
し
、
本
工
事
費
に
百
分
の
六
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
で
管

理
者
が
定
め
る
額

２

前
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
使
用
者
が
負
担
す
べ
き
費
用
が
生
じ
た
と
き
は
、
管

理
者
又
は
運
営
権
者
は
使
用
者
と
協
議
の
上
、
そ
の
費
用
を
加
算
す
る
も
の
と
す
る
。

（
平
三
企
管
規
程
一
・
令
二
企
管
規
程
九
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
流
末
施
設
の
工
事
）

第
十
六
条

使
用
者
は
、
流
末
施
設
工
事
施
行
承
認
申
請
書
（
様
式
第
十
号
）
に
よ
り
工
事

の
設
計
等
に
つ
き
あ
ら
か
じ
め
管
理
者
の
承
認
を
受
け
た
上
で
、
流
末
施
設
工
事
を
施
行

す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
運
営
権
者
は
、
使
用
者
か
ら
流
末
施
設
工
事
申
請
書
（
様

式
第
十
一
号
）
に
よ
る
依
頼
を
受
け
て
、
流
末
施
設
工
事
を
施
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

流
末
施
設
工
事
に
要
す
る
費
用
は
、
使
用
者
の
負
担
と
す
る
。

４

第
二
項
の
依
頼
に
基
づ
き
運
営
権
者
が
流
末
施
設
工
事
を
施
行
し
た
場
合
に
は
、
運
営

権
者
は
、
工
事
が
完
了
し
た
後
、
速
や
か
に
当
該
流
末
施
設
を
引
き
渡
す
と
と
も
に
、
そ

の
費
用
を
精
算
す
る
も
の
と
す
る
。

５

第
二
項
の
依
頼
に
基
づ
き
運
営
権
者
が
流
末
施
設
工
事
を
施
行
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

工
事
等
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
使
用
者
と
協
議
の
上
、
運
営
権
者
が
決
定
す
る
も
の
と

す
る
。

６

使
用
者
は
、
第
一
項
の
工
事
の
設
計
又
は
監
督
を
流
末
施
設
工
事
設
計
（
監
督
）
委
託

申
請
書
（
様
式
第
十
二
号
）
に
よ
り
管
理
者
又
は
運
営
権
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
設
計
又
は
監
督
の
委
託
に
要
す
る
費
用
の
額
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
運
営
権
者
に
前
項
の
規
定
に
よ
る
工
事
の
設
計
又
は
監
督
を
委

託
し
た
場
合
に
は
、
費
用
の
額
は
、
使
用
者
と
協
議
の
上
、
運
営
権
者
が
決
定
す
る
も
の

と
す
る
。

一

設
計
委
託
料

設
計
金
額
の
百
分
の
二
に
相
当
す
る
額

二

監
督
委
託
料

監
督
員
給
与
及
び
旅
費
の
額
を
基
準
と
し
て
管
理
者
が
定
め
る
額

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
通
水
開
始
等
の
届
出
）

第
十
七
条

使
用
者
は
、
工
業
用
水
道
の
通
水
を
開
始
又
は
停
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

七
日
前
ま
で
に
工
業
用
水
道
通
水
開
始
（
停
止
）
届
（
様
式
第
十
三
号
）
に
よ
り
管
理
者

に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

給
水
の
廃
止
に
伴
い
前
項
の
停
止
届
を
行
っ
た
使
用
者
は
、
通
水
の
停
止
後
速
や
か
に

給
水
施
設
を
撤
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
平
九
企
管
規
程
九
・
全
改
、
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
量
水
器
の
貸
与
）

第
十
八
条

管
理
者
は
、
量
水
器
の
貸
与
を
希
望
す
る
使
用
者
に
は
、
量
水
器
を
貸
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

使
用
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
量
水
器
の
貸
与
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
量
水

器
借
受
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号
）
に
よ
り
申
込
み
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
量
水
器
の
保
管
責
任
）

第
十
九
条

使
用
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
量
水
器
の
貸
与
を
受
け
た
と
き
は
、

常
に
善
良
な
管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
そ
の
保
管
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

使
用
者
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
貸
与
を
受
け
た
量
水
器
を
亡
失
し
、
又
は
損
傷

し
た
と
き
は
、
管
理
者
の
認
定
す
る
損
害
額
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

天
災
、
不
可
抗
力
そ
の
他
管
理
者
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
使
用
水
量
の
測
定
等
）

第
二
十
条

使
用
水
量
は
、
毎
月
定
例
日
に
量
水
器
に
よ
り
管
理
者
又
は
運
営
権
者
が
測
定

す
る
。
た
だ
し
、
量
水
器
の
故
障
等
に
よ
り
使
用
水
量
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
管
理
者
の
認
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



２

管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
測
定
さ
れ
、
又
は
認
定
さ
れ
た
使
用
水
量
を
工
業
用

水
使
用
水
量
通
知
書
（
様
式
第
十
五
号
）
に
よ
り
使
用
者
に
通
知
す
る
。

３

使
用
水
量
の
測
定
に
従
事
す
る
者
は
、
身
分
を
示
す
証
票
（
様
式
第
十
六
号
）
を
携
帯

し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
量
水
器
使
用
料
金
）

第
二
十
一
条

条
例
別
表
の
規
定
に
よ
る
量
水
器
使
用
料
金
の
額
は
、
一
月
一
個
に
つ
き
量

水
器
の
取
得
価
額
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
量
水
器
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
下
欄
に
定

め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。

旧
計
量
法
適
用
の
量
水
器

〇
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

新
計
量
法
適
用
の
量
水
器

一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

２

量
水
器
の
貸
与
期
間
が
一
月
に
満
た
な
い
場
合
の
量
水
器
使
用
料
金
は
、
日
割
計
算
に

よ
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
量
水
器
使
用
料
金
の
額
は
、
当
分
の
間
、
前
二
項
に

定
め
る
額
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
た
額
と
す
る
。

（
昭
五
四
企
管
規
程
六
・
昭
六
〇
企
管
規
程
五
・
平
元
企
管
規
程
六
・
平
九
企
管
規
程
九
・
平
一

三
企
管
規
程
五
・
平
二
七
企
管
規
程
四
・
一
部
改
正
）

（
検

査
）

第
二
十
二
条

管
理
者
は
、
工
業
用
水
の
適
正
な
供
給
を
維
持
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
給
水
施
設
及
び
流
末
施
設
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

２

管
理
者
は
、
前
項
の
検
査
の
結
果
不
正
又
は
不
適
当
な
箇
所
を
発
見
し
た
と
き
は
、
そ

の
給
水
施
設
及
び
流
末
施
設
の
管
理
及
び
使
用
の
方
法
の
改
善
を
使
用
者
に
命
ず
る
も
の

と
す
る
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
超
過
使
用
に
対
す
る
警
告
）

第
二
十
三
条

管
理
者
は
、
給
水
の
適
正
を
図
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
超

過
使
用
を
し
て
い
る
使
用
者
に
対
し
、
警
告
を
発
す
る
こ
と
が
あ
る
。

（
給
水
の
停
止
）

第
二
十
四
条

使
用
者
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
管
理
者
は
、
給
水
を
停
止

す
る
こ
と
が
あ
る
。

一

正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
九
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
四
項
、
第
二
十
条
第
一
項
又

は
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
の
職
務
執
行
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
と
き
。

二

第
八
条
、
第
九
条
第
一
項
、
同
条
第
三
項
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と

き
。

三

第
二
十
二
条
第
二
項
の
改
善
命
令
又
は
前
条
の
警
告
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

四

条
例
及
び
こ
の
規
程
に
よ
り
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
料
金
、
利
用
料
金
、
手
数

料
及
び
費
用
等
を
納
入
期
限
経
過
後
三
月
以
上
滞
納
し
て
い
る
と
き
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
給
水
管
の
切
断
）

第
二
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
給
水
の
停
止
期
間
中
み
だ
り
に
制
水
弁
を
開
閉
し
た
と

き
又
は
給
水
の
廃
止
後
三
月
以
上
経
過
し
て
も
な
お
給
水
施
設
の
撤
去
工
事
の
申
込
み
が

な
い
と
き
は
、
管
理
者
は
、
給
水
管
を
切
断
す
る
こ
と
が
あ
る
。

２

前
項
の
給
水
管
の
切
断
に
要
す
る
費
用
は
、
使
用
者
又
は
所
有
者
の
負
担
と
す
る
。

３

第
十
五
条
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
費
用
を
所
有
者
が
負
担

す
る
場
合
に
は
、
同
条
中
「
使
用
者
」
と
あ
る
の
は
「
所
有
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

（
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

（
料
金
等
の
徴
収
等
）

第
二
十
六
条

料
金
及
び
条
例
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
延
滞
金
（
以
下
「
延
滞
金
」
と
い
う
。
）



は
管
理
者
が
徴
収
し
、
利
用
料
金
及
び
利
用
料
金
に
係
る
遅
延
損
害
金
（
以
下
「
遅
延
損

害
金
」
と
い
う
。）
は
運
営
権
者
が
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
運
営
権
者
が
県
に

委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
者
が
料
金
と
併
せ
て
利
用
料
金
を
、
延
滞
金
と
併
せ
て
遅

延
損
害
金
を
徴
収
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

料
金
及
び
利
用
料
金
は
、
毎
月
徴
収
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
月
に
係
る
分
を
翌
月
末
日

（
そ
の
日
が
金
融
機
関
の
休
業
日
に
当
た
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
翌
営
業
日
）
ま
で

に
、
延
滞
金
は
管
理
者
の
、
遅
延
損
害
金
は
運
営
権
者
の
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
納
入

通
知
書
に
よ
る
納
入
又
は
口
座
へ
の
振
込
み
に
よ
り
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
項
に
規
定
す
る
料
金
の
納
入
期
日
に
つ
い
て
、
管
理
者
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
料
金
の
納
入
期
日
以
後
の
日
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前

項
に
規
定
す
る
利
用
料
金
の
納
入
期
日
に
つ
い
て
、
運
営
権
者
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
る

と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
昭
五
二
企
管
規
程
一
・
平
三
一
企
管
規
程
六
・
令
元
企
管
規
程
一
四
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一

部
改
正
）

（
手
数
料
及
び
費
用
の
納
入
方
法
）

第
二
十
七
条

使
用
者
又
は
所
有
者
が
管
理
者
又
は
運
営
権
者
に
納
入
す
べ
き
手
数
料
及
び

費
用
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
期
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
納
入
す
る
も

の
と
す
る
。

（
昭
五
二
企
管
規
程
一
・
平
三
企
管
規
程
一
・
令
四
企
管
規
程
九
・
一
部
改
正
）

項

目

期

日

納

入

方

法

第
十
三
条
第
五
項
の
費
用
、
管
理
者
又
は
運
営
権
者
が

管
理
者
又
は
運
営
権
者
が
指
定

第
十
四
条
第
六
項
中
「
前

指
定
す
る
日

す
る
方
法

項
の
必
要
な
処
置
に
要
す

る
費
用
」
及
び
第
十
六
条

第
七
項
の
費
用

第
十
三
条
第
五
項
の
手
数

管
理
者
が
指
定
す
る
日

納
入
通
知
書
に
よ
る
納
入
又
は

料
、
第
十
四
条
第
六
項
中

口
座
へ
の
振
込
み

「
手
数
料
及
び
そ
の
他
の

必
要
な
処
置
に
要
す
る
費

用
」
及
び
第
二
十
五
条
第

二
項
の
費
用

第
十
六
条
第
三
項
の
費
用

運
営
権
者
が
指
定
す
る
日

運
営
権
者
が
指
定
す
る
方
法

（
委

任
）

第
二
十
八
条

こ
の
規
程
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
工
業
用
水
の
供
給
に
関
し
必
要
な
事
項

は
、
管
理
者
が
別
に
定
め
る
。

（
平
九
企
管
規
程
九
・
追
加
）

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
工
業
用
水
供
給
規
程
の
廃
止
）

２

工
業
用
水
供
給
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
宮
城
県
水
道
企
業
管
理
規
程
第
八
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
二
年
企
管
規
程
第
一
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
管
理
規
程
に
よ

る
改
正
後
の
工
業
用
水
供
給
規
程
の
規
定
は
、
昭
和
五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
四
年
企
管
規
程
第
六
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



附

則
（
昭
和
五
五
年
企
管
規
程
第
六
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
五
六
年
企
管
規
程
第
一
一
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
五
十
六
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
昭
和
六
〇
年
企
管
規
程
第
五
号
）

改
正

平
成
元
年
三
月
二
八
日
企
管
規
程
第
四
号

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
工
業
用
水
供
給
規
程
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
管
理
規
程
の
施

行
の
日
前
に
貸
与
を
受
け
た
量
水
器
の
使
用
料
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。

（
平
元
企
管
規
程
四
・
全
改
）

附

則
（
昭
和
六
二
年
企
管
規
程
第
一
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
元
年
企
管
規
程
第
二
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
元
年
企
管
規
程
第
四
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
元
年
企
管
規
程
第
六
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
元
年
企
管
規
程
第
一
〇
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
年
企
管
規
程
第
一
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
管
理
規
程
の
施
行
の
際
現
に
宮
城
県
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
建
設
事
務
所
に
勤
務

を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
者
は
、
別
に
辞
令
を
発
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
現
に
あ
る
職
務
の
級
及

び
現
に
受
け
る
給
料
等
を
も
っ
て
、
宮
城
県
仙
南
・
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所
に
勤
務
を
命

ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

附

則
（
平
成
三
年
企
管
規
程
第
一
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
三
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
九
年
企
管
規
程
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
使
用
分
か
ら
適
用
す

る
。

附

則
（
平
成
一
三
年
企
管
規
程
第
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
貸
与
を
受
け
た
量
水
器
の
使
用
料
金
の
額
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
工
業
用
水
供
給
規
程
第
二
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附

則
（
平
成
一
四
年
企
管
規
程
第
三
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
一
八
年
企
管
規
程
第
九
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
一
年
企
管
規
程
第
七
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
七
年
企
管
規
程
第
四
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



附

則
（
平
成
三
一
年
企
管
規
程
第
六
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
元
年
企
管
規
程
第
十
四
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
元
年
十
二
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
令
和
二
年
企
管
規
程
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

給
水
開
始
日
が
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
以
前
で
あ
る
使
用
者
の
基
本
水
量
の
減
量
に

つ
い
て
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

則
（
令
和
四
年
企
管
規
程
第
九
号
）

こ
の
管
理
規
程
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


